
ー 第633号（昭和36年5月 10日第三梱屈便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 屑し 平成25年 1 1 月 1 日金曜日

平
成
ノ
大
造
営

で
初
の
大
祭

手
大
祭
斎

天
に
恵
ま
れ
一
＿
一
日
問
で
約
1
2

万
人
が
参
拝
s

本
年
の
秋
季
大
祭
は
、
辺
津
宮
仮
本
殿
で
初
め
て
の
斎
行
と
な

り
、
舞
・
献
茶
の
諸
儀
に
特
設
舞
台
を
設
置
し
た
異
例
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
一
昨
年
よ
り
再
興
し
た
神
湊
市
街
地
で
の
陸
上
神
幸

に
は
、
本
年
も
玄
海
小
・
中
学
校
の
児
童
•
生
徒
が
社
会
科
学
習
の

一
環
と
し
て
奉
仕
し
、
大
祭
の
三
日
間
は
好
天
に
恵
ま
れ
平
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
連
日
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

み
あ
れ
祭
（
海
上
・
陸
上
神
幸
）

主
基
地
方
風
俗
舞

午
前
八
時
半
、
大
島
・
中
津

宮
で
出
御
祭
を
斎
行
。
沖
津
宮

と
中
津
宮
の
御
神
璽
を
神
輿

に
奉
安
、
大
島
小
学
校
の
児
童

約
三
十
名
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
大
島
港
ま
で
陸
上
神
幸
が

行
わ
れ
、
沖
・
中
両
宮
の
神
輿

を
御
座
船
に
お
載
せ
し
た
。

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
閲
0比

宮
は
全
国
的
に
認
知
度
が
上
が
り
、
本

年
度
の
参
拝
者
数
は
統
計
以
来
最
高
の

千
三
百
万
人
を
越
え
る
と
言
わ
れ
て
い

る
了
ま
た
今
年
の
五
月
に
は
出
雲
大
社

に
て
六
十
年
ぶ
り
の
式
年
遷
座
が
行
わ

れ
た
。
そ
し
て
既
報
の
通
り
当
宗
像
大

社
で
は
本
年
九
月
よ
り
本
・
拝
殿
の
修

復
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
来
年
の
十
二

月
に
は
遷
座
祭
を
迎
え
る
予
定
で
あ
る

▼
こ
の
伊
勢
の
神
宮
と
出
雲
大
社
、
宗

像
大
社
は
非
常
に
所
縁
あ
る
神
社
で
あ

る
。
当
大
社
の
ご
祭
神
は
伊
勢
の
神
宮

の
祭
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
の
御
子
神

で
あ
り
、
出
雲
大
社
の
大
国
主
神
は
沖

津
宮
の
田
心
姫
神
と
神
縁
を
結
ば
れ
て

お
り
、
出
雲
大
社
本
殿
横
に
は
筑
紫
社

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
▼
こ
れ
ら
の
ご

祭
神
は
称
号
を
お
持
ち
で
、
天
照
大
御

神
を
別
名
『
大
日
雲
貴
j
、
大
国
主
神
を

別
名
『
大
己
貴
j
、
宗
像
神
を
別
名
「
道

ぬ
し
の

主
貴
」
と
言
い
、
そ
れ
ぞ
れ
「
貴
」
と
い

う
称
号
が
あ
る
。
「
貴
」
と
は
高
貴
な
者

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
の
称
号
が
あ

る
祭
神
は
こ
の
三
神
の
み
で
あ
る
▼
奇

し
く
も
こ
の
三
神
社
が
続
け
て
遷
宮
・

遷
座
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
運
命
め
い
た

も
の
を
感
じ
る
と
共
に
、
国
家
国
民
の

安
寧
を
祈
る
こ
の
神
々
に
新
た
な
息
吹

が
入
り
、
私
た
ち
日
本
民
族
の
「
い
の
ち

と
こ
わ
か

の
甦
り
」
「
常
若
」
の
祈
り
が
込
め
ら
れ

る
事
と
な
る
。
こ
れ
を
契
機
に
日
本
国

の
蘇
り
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
（
幹
）
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午
前
九
時
二
十
分
、
大
島
港
出
：
そ
の
沖
合
に
て
神
湊
方
面
に
向
き
一

港
。
港
外
に
は
波
切
御
幣
・
大
漁
：
を
転
じ
、
五
月
松
原
を
横
に
望
ん
[

日曜
旗
・
紅
白
吹
流
し
（
御
手
長
）
で
装
二
c

進
み
、
御
座
船
は
神
湊
港
沖
で
一

ヨ
飾
し
た
約
―
二

0

隻
の
漁
船
が
待
一
停
船
。
各
奉
仕
船
が
御
座
船
を
周
一

金ー
機
し
て
お
り
二
隻
の
御
座
船
に
続
二
凹
し
、
宗
像
七
浦
の
各
母
港
へ
そ
れ
一

月1
1
い
て
、
船
団
を
組
ん
だ
。
二
て
れ
帰
途
に
つ
い
た
。

一
方
、
辺
津
宮
で
は
午
前
九
時
一
そ
れ
を
見
送
っ
た
御
座
船
は
神
一

年
~成

に
同
出
御
祭
を
斎
行
、
同
宮
の
御
二
湊
港
に
入
港
。
三
宮
の
神
輿
が
一
―

平

神
璽
が
神
湊
港
に
向
わ
れ
た
二
同
に
会
し
、
神
湊
の
高
台
に
あ
る
[

海
上
神
幸
（
み
あ
れ
祭
）
は
、
先
二
頓
宮
（
御
旅
所
）
へ
神
幸
、
頓
宮
祭
二
御
神
幸
が
再
現
さ
れ
た
。
：
祭
一
日
祭
（
入
御
祭
）
を
斎
行
。
高
丁
わ
せ
、
能
楽
「
翁
舞
」
が
特
設
舞
台

ず
地
ノ
島
・
鐘
崎
方
面
を
目
指
し
こ
か
斎
行
さ
れ
た
。
一
神
湊
便
局
前
の
御
駐
輩
所
で
御
丁
同
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
保
存
二

c

神
前
に
奉
奏
さ
れ
た
。

頓
宮
か
ら
は
実
行
委
員
て
神
璽
は
御
座
車
に
移
さ
れ
、
白
バ
一
会
奉
仕
に
よ
る
主
基
地
方
風
俗
舞

l
·
H
E
·
-
1
-

会
に
よ
る
陸
上
神
幸
が
行
ロ
イ
・
消
防
車
に
先
導
さ
れ
て
総
社
・
こ
か
御
神
前
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞
二
浦
安
舞

わ
れ
、
玄
海
小
・
中
学
生
約
二
辺
津
宮
仮
本
殿
へ
と
御
神
幸
。
了
台
で
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、
恙
無
く
一
午
前
十
一
時
よ
り
三
日
祭
が
斎

1
0
0
名
が
装
束
を
身
に
一
神
門
を
潜
り
修
復
工
事
に
準
備
」
祭
典
は
終
了
し
た
。
二
付
、
玄
海
中
学
校
女
子
生
徒
に
よ

着
け
奉
仕
し
、
神
湊
市
街
：
も
進
む
本
殿
を
横
に
、
白
木
の
香
―
·

□
”
a
-
I

『
一
る
浦
安
舞
が
奉
納
さ
れ
、
十
二
単

地
を
進
み
、
古
雅
な
姿
の
：
も
薫
る
仮
本
殿
へ
入
御
し
秋
季
大
一
流
鏑
馬
神
事
、
翁
舞
：
を
身
に
纏
っ
た
舞
姫
の
姿
は
詰
め
か

g
-
—
午
前
八
時
か
ら
神
門
前
の
馬
こ
り
た
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
し
た
。

場
道
で
流
鏑
馬
神
事
の
奉
納
が
で
終
了
後
、
引
き
続
い
て
奉
仕
神
職

行
わ
れ
、
馬
上
の
射
手
が
地
上
口
が
高
宮
・
第
二
宮
・
第
三
宮
・
宗
像

七
討
の
的
に
向
け
、
次
々
と
矢
一
護
国
神
社
の
各
祭
場
へ
別
れ
、
秋
祭

を
射
る
と
参
拝
者
か
ら
盛
ん
な
一
り
を
斎
行
し
た
。

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一
午
後
二
時
か
ら
は
拝
殿
で
南
坊

午
前
十
一
時
に
は
二
日
祭
こ
流
・
ニ
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗
芳
氏

が
、
福
岡
県
神
社
庁
宗
像
支
部
―
以
下
同
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
が
斎

の
神
職
奉
幣
使
、
宮
地
嶽
神
社
二
付
さ
れ
見
事
な
御
点
前
を
披
露
さ

献
幣
使
、
氏
子
奉
幣
使
に
も
参
「
れ
た
。

向
い
た
だ
き
斎
行
さ
れ
た
。
祭
一
午
後
六
時
に
は
、
高
宮
神
奈
備

典
で
は
喜
多
流
能
楽
師
・
梅
津
二
祭
が
宮
司
以
下
神
職
・
巫
女
、
氏

忠
弘
師
同
社
中
の
奉
仕
に
よ
二
丁
青
年
会
外
の
奉
仕
の
下
斎
行
さ

り
、
能
管
や
鼓
の
鳴
り
物
に
合
―
れ
、
浄
闇
の
祭
場
で
「
悠
久
舞
」
が
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第
六
十
二
回

神
宮
式
年
遷
宮
遥
拝
式
斎
行

奉
奏
さ
れ
る
と
参
列
者
一
同
感
動
一

の
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
宮
神
奈
一

備
祭
で
三
日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭
一

は
無
事
に
締
め
括
ら
れ
た
。
一

こ
こ
に
秋
季
大
祭
に
御
奉
仕
頂
一

い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
一

げ
ま
す
。

十
月
二
日
午
後
八
時
、
第

六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
お
い

て
最
も
厳
重
な
儀
式
と
さ
れ
る
、

皇
大
神
宮
（
伊
勢
神
宮
・
内
宮
）

「
遷
御
の
儀
」
が
滞
り
無
く
斎
行

さ
れ
、
当
大
社
で
も
同
日
、
同
時

刻
、
宮
司
以
下
職
員
約
四
十
名
が

参
列
し
遥
拝
式
が
行
わ
れ
た
。

1 主なる奉仕者御芳名（敬称略・祭典の順） I 
宗
像
大
社
氏
子
会

◎
海
上
神
幸
奉
仕

◆
沖
津
宮
御
座
船
共
進
丸

（
鐘
崎
）
船
長
宗
岡
譲

◆
中
津
宮
御
座
船
第
二
宮
一
丸

（
大
島
）
船
長
藤
島
誠
治

◆
沖
津
宮
先
導
船
第
三
曙
丸

（
神
湊
）
船
長
吉
武
義
成

◆
中
津
宮
先
導
船
大
栄
丸

（
津
屋
崎
）
船
長
永
島
栄

◆
花
火
船
伸
洋
丸

（
大
島
）
船
長
宮
本
敏
喜

◆
報
道
船
み
た
け

（
大
島
）
船
長
遠
藤
英
樹

◎
陸
上
神
幸
奉
仕

◆
御
座
車

西
久
大
運
輸
倉
庫
卸

悌
新
出
光

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

宗
像
観
光
協
会

◆
先
導
車

宗
像
観
光
協
会

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

◆
供
奉
車

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

◆
大
島
鼓
笛
隊
奉
仕

~
大
島
小
学
校
児
童

i
◆
御
長
手
棒
持
・
提
灯
行
列

i
玄
海
小
学
校
児
童

i
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

i
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会

一
津
加
計
志
神
社
総
代

i
宗
像
観
光
協
会

i
宗
像
・
沖
ノ
島
世
界
遺
産
市
民
の
会

i
宗
像
市

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

二
》
主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕

i
〈
舞
方
〉
中
野
久
志
、
松
井
徳
一
郎

松
井
実
、
森
勝
紀

i
〈
歌
方
〉
石
津
典
秀
、
吉
田
敏
幸

右
を
始
め
海
洋
神
事
奉
賛
会
i
中
野
正
徳
、
福
崎
武
志

（
会
長
・
権
田
仁
八
郎
）
参
画
の
i
永
島
卓
爾

宗
像
漁
協
・
鐘
崎
漁
協
等
所
属
の
i
◎
流
鏑
馬
神
事
奉
仕

漁
協
組
合
の
皆
様
i
世
話
役
宮
木
貞
彦

i
奉
仕
者
員
武
孝
行
、
河
野
暁

~
高
瀬
秀
平

：
◎
氏
子
奉
幣
使

i
柴
田
清
七
（
津
屋
崎
地
区
渡
）

ロ
◎
翁
舞
奉
仕

i
喜
多
流
梅
津
忠
弘
師
以
下
同
門
下
中

：
◎
浦
安
舞
奉
仕

i
古
藤
唯
花
、
吉
井
美
沙

i
山
下
優
希
菜
、
黒
石
愛
里
菜

ロ
◎
献
茶
祭
奉
仕

i
南
坊
流
・
ニ
代
洗
心
庵
．

~
瀧

□
宗
芳
同
社
中

i
◎
高
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

i
名
誉
会
長
、
表
千
家
同
門
会
福
岡
県
支

」
部
代
表
他
関
係
者
は
、
祓
舎
に
て
修
祓

ニ
り
後
仮
本
殿
へ
と
参
進
、
そ
れ
ぞ
れ
所

十
月
十
七
日
、
錦
秋
の
一
日
を
彩
る
一
定
の
座
に
着
座
し
、
祭
典
が
斎
行
さ
れ

恒
例
の
献
茶
祭
が
斎
行
さ
れ
、
県
内
は
[
た

o

も
と
よ
り
山
ロ
・
九
州
各
県
の
同
門
会
一
斎
主
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
家
元
に

員
を
は
じ
め
日
々
茶
道
に
勤
し
む
方
々
了
よ
る
献
茶
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
仮

約
五
0
0
名
が
参
集
し
、
神
苑
は
和
服
[
本
殿
特
設
舞
台
に
設
け
ら
れ
た
風
炉
前

姿
の
女
性
達
で
終
日
華
や
か
な
雰
囲
気
一
に
端
坐
、
切
柄
杓
の
手
許
、
獣
紗
さ
ば

に
包
ま
れ
た
。
一
き
も
鮮
や
か
な
「
動
と
静
」
と
が
見
事

献
茶
と
は
神
仏
に
お
茶
を
お
供
え
一
に
調
和
し
た
淀
み
な
い
清
ら
か
な
御
点

且
[
]
-
'
『
l
:
[
]

ロ
コ
い
。
に
[
[

]
叩
f
1嗚
h
-
]

印
[
『
]
[

' 
茶
の
儀
は
、
昭
和
！
＼
ら
れ
た
濃
茶
、
薄
茶
の
二
服

三
十
七
年
当
時
の
宗
が
雅
楽
の
調
べ
が
流
れ
る
中
、

ー

像
大
社
復
興
期
成

9
,
l

神
職
の
手
に
よ
り
御
神
前
に

会
々
長
、
出
光
興
産
翠
... 
奉
献
さ
れ
た
。
献
茶
の
儀
の

創
業
者
、
出
光
佐
三
氏
の
御
尽
力
よ
り
i
後
、
斎
主
、
家
元
、
出
光
名
誉
会
長
、

始
ま
り
、
毎
年
出
光
家
の
奉
納
に
よ
り
一
同
門
会
福
岡
県
支
部
代
表
が
玉
串
拝

斎
行
さ
れ
て
い
る
。
茶
の
道
を
志
す
方
々
：
礼
を
行
い
、
約
一
時
間
の
祭
典
は
厳
粛

に
と
っ
て
は
、
家
元
の
御
手
前
を
間
近
一
裡
に
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

で
拝
せ
る
待
望
の
神
事
で
あ
る
。
一
献
茶
祭
終
了
後
、
参
列
者
は
副
席
が

当
日
は
、
早
朝
よ
り
爽
や
か
な
秋
晴
二
催
さ
れ
る
儀
式
殿
の
「
出
光
席
」
、
斎
館

れ
と
な
り
、
定
刻
十
一
時
、
一
鼓
を
合
一
の
「
同
門
会
席
」
へ
参
席
し
、
茶
席
に
掲

図
に
奉
仕
神
職
、
表
千
家
家
元
而
妙
斎
一
げ
ら
れ
た
掛
軸
や
茶
道
具
の
逸
品
を
鑑

千
宗
左
宗
匠
以
下
介
添
え
の
家
元
関
二
頁
し
な
が
ら
、
至
福
の
一
時
を
楽
し
ん

係
者
、
出
光
興
産
株
式
会
社
出
光
昭
介□
た
。

茶
祭
斎
行

表
千
家
々
元
奉
仕
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i
本
研
修
は
、
「
日
常
生
活
と
離
『
内
容
に
加
え
、
大
島
渡
島
（
中
津
一

i
れ
た
神
域
に
身
を
置
く
こ
と
で
感
i
宮
・
沖
津
宮
遥
拝
所
・
御
嶽
神
社
i

み
そ
ぎ

一
性
を
高
め
る
こ
と
」
、
「
創
業
者
・
一
参
拝
）
、
海
で
の
楔
錬
成
、
葦
津
権
一

一
店
主
出
光
佐
三
が
多
大
な
影
響
を
二
呂
司
の
講
話
（
生
き
つ
づ
け
る
神
道
一

一
受
け
、
経
営
の
原
点
と
し
た
日
本
一
の
心
と
か
た
ち
）
、
ま
た
、
店
主
の
一

去
る
十
月
七
日
ー
十
日
の
四
日
一
宗
像
大
社
研
修
を
実
施
さ
せ
て
頂
一
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
そ
の
思
い
を
一
好
物
で
あ
っ
た
鶏
す
き
を
囲
み
、
一

間
、
第
十
八
回
中
堅
社
員
研
修
の
：
き
ま
し
た
。
本
研
修
に
は
、
日
本
一
感
じ
取
る
こ
と
」
の
二
つ
を
目
的
に
一
神
職
の
皆
様
と
の
懇
親
会
を
実
施
一

国
内
各
事
業
所
の
社
員
口
継
続
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
i
致
し
ま
し
た
。

三
十
二
名
、
ベ
ト
ナ
ム
、
一
研
修
開
始
に
際
し
、
宗
像
大
社
i
台
風
の
接
近
の
た
め
、
日
程
の
i

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ニ
J
研
修
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
御
了
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
i

ア
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
一
神
様
に
奉
告
し
、
研
修
が
実
り
多
一
し
た
が
、
神
職
の
皆
様
の
迅
速
且
一

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
駐
在
：
き
も
の
に
な
る
こ
と
を
祈
願
す
る
ニ
ノ
適
切
な
対
応
に
よ
り
当
初
予
定
i

社
員
六
名
の
ほ
か
、
聴
」
研
修
開
始
奉
告
祭
を
仮
本
殿
で
執
了
し
て
い
た
内
容
を
全
う
す
る
こ
と
一

講
生
と
し
て
中
国
の
現
：
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
向
一
が
で
き
ま
し
た
。
一

地
事
業
所
の
社
員
一
名
二
呂
司
よ
り
「
皆
様
に
と
っ
て
こ
の
四
一
研
修
生
全
員
が
初
め
て
の
経
験
一

の
総
勢
三
十
九
名
が
参
一
日
間
は
非
日
常
の
生
活
に
な
る
と
一
で
し
た
が
、
白
衣
・
白
袴
を
着
付
一

加
し
ま
し
た
。
一
思
い
ま
す
。
自
然
と
の
共
存
、
自
然
：
け
る
と
、
自
然
と
日
常
生
活
か
ら
i

a

芸
へ
の
感
謝
と
い
う
神
道
の
一
離
れ
た
神
域
に
身
を
置
い
て
い
る
一

幻
l『
基
本
、
日
本
人
の
原
点
を
と
い
う
感
覚
が
沸
々
と
湧
き
上
が

，
ぃ
＾
」
i
-
感
じ
取
り
、
今
後
の
出
光‘9
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
一
．

日
本
の
中
核
を
担
っ
て
頂
了
か
ら
は
「
鎮
魂
、
楔
な
ど
非
日
常
の
一
ゞ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
：
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」
、
「
日
本
一

講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
二
り
伝
統
文
化
で
あ
る
神
道
を
理
解
一

今
回
は
よ
り
深
み
の
あ
一
で
き
た
」
、
「
日
本
人
と
は
何
か
を
i

る
研
修
を
目
指
し
、
例
年
一
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
、
「
店
主
一

よ
り
一
日
多
い
三
泊
四
日
i
の
原
点
に
触
れ
、
店
主
の
思
い
に
近
i

の
日
程
で
、
神
社
祭
式
作

□
つ
け
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
一

法
、
神
宝
館
見
学
、
第
ニ
・
：
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
当
初
の
目
[

三
宮
・
高
宮
参
拝
、
雅
楽
こ
的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
た
と
考
え
一

神
楽
鑑
賞
、
神
職
の
皆
様
一
て
お
り
ま
す
。

と
の
懇
談
と
い
っ
た
従
来
の
一
研
修
生
に
対
し
て
懇
切
丁
寧
な
一

一出
光
興
産
株
式
会
社

中
堅
社
員
研
修
所
感

出
光
興
産
株
式
会
社
人
事
部
教
育
課
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まげ益げのご
す‘々ま皆指
。研のす様導
修ご。にを
の繁最はし
所栄後心て
感をによ頂
とお、りい
さ祈宗御た
せり像礼宗
て申大申像
頂し社し大
き上の上社

裔眉〖閂晶土期真厖尺：さ＇脚輪噂り、雷質こ息閂五魯悶胃誓今 E9口
か で：：：：：間て約形·木ダ盆て愛の量のれ多に催一本来年
れ限云で大謡中お三とー．店栽育好 と菊てく開ーホ菊しも
ま、声茶ばりではり千様文洋作．て家規も花いの幕が像花ま神
篇悶］面［畠悶手緊；霜菊り冒：ばな靡ぞ茎唇守靡し、土繋盗 k 禁
芦雙上ぞし：盟贅。鷹闘りよ菜揺？さ：青誇国、 で境マ月」9 桑冨唇
I, :、g唸・— r`‘！かいゾ元‘:..ぐし9勺：岱．厄：峰ふ三立こ；ぷ ：四ヽ］盪、畠饂9邑恰直遁雙門麿

社三季
菊回節
......................... 

ご販菊

冒i!]
宗
像
大
神
様
に
生
を
受
け
て
か
ら
今
日
ま
で
無
事
に
成
長
出
来
た

こ
と
を
感
謝
し
将
来
の
ご
加
護
を
祈
願
す
る
人
生
儀
礼
で
す
。

七
五
三
詣
の
ご
案
内

◆年 齢 3歳の男女児、 5歳の男児、 7歳の女児

・『◆期間 1 1 月末迄
◆初穂料 1 人 5,000円

． 1＼◆授与品御守、御幣、千歳飴

I・＼怜

ほか

神
郡
に
秋
の
彩
り

西
日
本
菊
花
大
会
開
幕
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時

s

台
風
に
よ
り
大
量
の
ゴ
ミ
が
漂
肴

時
溝
ち
て
道
ひ
ら
く
淫1学
口
日
記
②

j

,
S

足
場
が
紐
ま
れ
、
本
格
的
修
復
へ
S

こ
け
ら

辺
津
宮
本
殿
及
び
拝
殿
の
保
存
丁
わ
る
と
早
速
、
柿
葺
き
屋
根

修
理
が
、
い
よ
い
よ
着
手
さ
れ
た
。
二
り
葺
替
え
が
行
わ
れ
る
が
、

九
月
二
十
日
、
工
事
安
全
祈
願
祭
i
現
在
葺
替
工
事
を
行
う
業
者
ー

が
、
今
回
の
本
殿
及
び
拝
殿
保
存
こ
ほ
柿
板
製
作
を
進
め
て
い
る

修
理
に
携
わ
る
業
者
参
列
の
も
と
一
と
こ
ろ
で
あ
る
。
工
事
が
愈
々

仮
本
殿
に
て
執
り
行
わ
れ
、
終
了
丁
本
格
的
に
な
り
、
参
拝
の
皆

後
直
ち
に
現
場
仮
設
足
場
組
立
作
口
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
致

業
が
始
ま
っ
た
。
1
1
月
初
め
に
は
丁
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
賜

本
・
拝
殿
が
素
屋
根
で
覆
わ
れ
る
：
り
ご
容
赦
戴
き
た
い
。

予
定
で
あ
る
。
素
屋
根
工
事
が
終
一

自
然
が
猛
威
を
奮
い
、
災
害
が
」
寄
せ
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
清

起
こ
り
各
地
で
大
き
な
爪
跡
を
残
」
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。

し
て
い
る
。
当
大
社
沖
ノ
島
に
も
、
[
-
討
四
方
の
ゴ
ミ
か

r

十
月
八
・
九
日
、
全
国
各
地
を
襲
っ
二
J
三
十
個
余
り
を
持
参
ふ
~
一

た
台
風
二
十
四
し
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
一
近
年
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
な

号
の
影
響
で
、
大
板
切
れ
、
外
国
の
文
字
口
ど
清
掃
活
動
が
様
々
な
所
で
行
わ

量
の
ゴ
ミ
が
漂
が
入
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Lれ
、
ゴ
ミ
の
問
題
が
と
り
だ
た
さ
れ

着
し
た
。
こ
の
容
器
な
ど
様
々
な
ゴ
ミ
ニ
J
は
い
る
が
、
沖
ノ
島
に
漂
着
し
た

た
め
急
逮
、
十
を
収
集
す
る
も
、
余
り
ロ
コ
ミ
を
目
の
前
に
、
身
を
以
て
深
刻

日
の
沖
ノ
島
勤
に
も
大
量
で
全
て
を
持
[
な
問
題
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

務
交
代
に
併
せ
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ず
、
了
た
。

職
員
五
名
が
渡
次
の
勤
務
交
代
日
、
一
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
の

島
し
、
約
三
時
二
十
日
に
も
ゴ
ミ
か
ご
こ
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か

間
に
亘
り
打
ち
十
数
個
を
持
ち
帰
っ
た
。
丁
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
月
十
二
日
（
土
）
、

「
宗
像
ミ
ア
ー
レ
音
楽
祭
」

に
出
演
す
る
た
め
に
、
宗

像
を
訪
れ
た
歌
手
の
平
原

綾
香
さ
ん
が
当
大
社
を
参

拝
さ
れ
た
。

平
原
さ
ん
は
午
後
一
時

前
に
当
大
社
に
到
着
す
る

と
、
仮
本
殿
を
参
拝
さ
れ
、

儀
式
殿
内
の
便
殿
、
そ
の

後
、
神
宝
館
を
拝
観
さ
れ

た
。
是
非
、
当
大
社
を
参

拝
し
た
い
と
の
声
に
よ
り
、

厳
し
い
日
程
の
な
か
、

三
十
分
程
の
短
い
滞
在
時

間
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
―

由
緒
な
ど
葦
津
権
宮
司
の

案
内
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
た
。
こ
演
奏
の
音
色
に
併
せ
披
露
し
、
そ

当
大
社
を
後
に
し
た
、
平
原
さ
口
の
美
し
い
歌
声
に
観
客
は
魅
了
さ

ん
は
宗
像
市
政
十
周
年
を
記
念
し
[
れ
た
様
子
で
ヽ
最
後
の
曲
が
終
わ

て
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
芝
生
広
場
の
：
る
と
盛
大
な
拍
手
が
鳴
り
響
い
て

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
た
音
一
い
た
。
ま
た
、
当
大
社
で
の
一
時
が

楽
祭
に
出
演
し
、
約
七
五
0
0
人
二
忠
い
出
に
残
っ
た
よ
う
で
、
曲
の
合

の
前
で
歌
声
を
披
露
さ
れ
た
。
」
間
で
の
ト
ー
ク
で
は
当
大
社
に
参

音
楽
祭
で
は
平
原
さ
ん
の
代
名
こ
汗
さ
れ
た
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て

詞
と
も
言
え
る
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
i
い
た
。

曲
「
Jup
i
t
e
r

」
な
ど
四
曲
を
九
州
]
今
後
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り

交
響
楽
団
の
奏
で
る
迫
力
あ
る
生
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
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ぃ
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 二
f
t

福
津
市
在
自
の
金
刀
比
羅
神
社
二
砲
六
門
を
備
え
て
い
る
。
竣
工
は
一
（
四
、
ニ
ニ
五
t
)
と
と
も
に
、
第
一
一
[
,
i

の
絵
馬
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
今
回
二
明
治
十
九
年
(
-
八
八
六
）
、
英
国
二
遊
撃
隊
と
し
て
出
撃
し
て
い
る
。
；

5

な
に
わ

は
軍
艦
「
浪
速
」
。
こ

I

ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
で
あ
る
。
特
二
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
に
]
]

彩
色
は
白
黒
で
、
構
成
と
し
て
一
色
は
頑
丈
な
防
護
用
甲
板
を
有
し
、□
ほ
、
朝
鮮
の
豊
島
沖
で
、
清
国
艦
隊
一
↓

r
-

こ
う
お
つ
~
ア

は
平
面
的
で
あ
る
。
二
本
マ
ス
ト
、
こ
強
大
な
大
口
径
砲
を
持
っ
て
い
る
。
了
と
交
戦
し
「
広
乙
」
を
撃
破
し
て
自
」
じ

中
央
に
煙
突
一
本
、
描
き
方
に
も
よ
]
艦
名
は
現
在
の
大
阪
市
域
の
古
口
沈
さ
せ
、
「
操
江
」
を
捕
獲
と
い
う□艦
隊
は
十
四
隻
、
そ
の
中
に
は
甲
丁
た
。
日
露
戦
争
で
は
第
二
艦
隊
第

て
い
え
ん
ち
ん
え
ん

ろ
う
が
、
あ
ま
り
軍
艦
ら
し
い
雄
：
称
で
あ
る
。
神
武
紀
に
、
東
征
の
折
二
戦
果
を
あ
げ
て
い
る
。
浪
速
は
日
一
鉄
砲
塔
艦
（
戦
艦
）
定
遠
、
鎮
遠
は
二
四
戦
隊
に
編
入
さ
れ
て
、
三
十
七

姿
の
感
じ
が
し
な
い
。
し
か
し
浪
：
り
難
波
之
崎
に
至
っ
た
時
、
そ
こ
の
二
渭
開
戦
前
英
国
旗
を
か
か
げ
た
イ
丁
七
、
三

0
0

t
の
巨
艦
で
あ
っ
た
。
一
年
二
月
の
仁
川
沖
海
戦
、
同
年
八

ろ
う

速
は
な
か
な
か
の
艦
で
、
そ
の
戦
歴
冨
流
に
弄
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
地
を
一
ギ
リ
ス
人
も
乗
船
、
そ
れ
に
清
国
兵

□
日
本
は
黄
海
海
戦
で
大
勝
。
北
洋
一
月
の
蔚
山
沖
海
戦
、
三
十
八
年
五

は
す
ば
ら
し
い
。
三
、
七
0

九
t
、
ご
浪
速
ま
た
は
浪
華
と
名
づ
け
、
そ

[
1
0
0
0
人
、
野
砲
十
四
門
を
積

□艦
隊
の
崩
壊
と
つ
づ
く
。
こ
の
浪
速
一
月
の
日
本
海
海
戦
に
主
力
艦
隊
を

こ
う
し
ょ
う

水
線
長
九
十
一
・
四
四

m
、
速
力
丁
れ
が
の
ち
に
難
波
に
転
訛
し
た
と
丁
ん
で
い
た
運
送
船
高
陸
を
日
本
側
こ
に
つ
い
て
は
江
川
達
也
の
「
日
露
戦
二
援
け
て
い
る
。

十
八
k
t
、
主
砲
二
十
六c
mニ
門
、
副
一
い
う
。
大
阪
に
は
浪
速
区
が
あ
り
二
の
指
示
に
従
わ
ず
撃
沈
し
て
い
る
。
：
争
物
語
」
（
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
浪
一
明
治
末
に
「
浪
速
」
「
高
千
穂
」

町
名
に
は
浪
速
町
と
難
波
：
そ
の
時
の
浪
速
の
艦
長
が
後
に
日
二

0回
シ
）
第
十
巻
に
も
く
わ
し
く
描
か
二
り
二
艦
は
機
雷
施
設
の
装
備
を
す

町
の
二
つ
が
あ
る
。
「
本
海
海
戦
に
大
勝
し
た
東
郷
平
八
丁
れ
て
い
る
。
：
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
五

日
本
へ
回
航
さ
れ
た
浪
速
二
郎
で
あ
る
。
浪
速
の
艦
長
の
時
は
一
黄
海
海
戦
で
は
第
一
遊
撃
隊
に
一
年
(
-
九
―
二
）
七
月
十
八
日
、
北

は
、
常
備
艦
隊
に
編
入
さ
一
大
佐
で
あ
っ
た
。
属
し
本
隊
を
援
け
て
戦
こ
海
道
沿
岸
で
座
礁
沈
没
し
た
。
は

れ
、
朝
鮮
、
清
国
（
中
国
）
お
二
国
際
問
題
と
な
っ

U
闘
を
有
利
に
展
開
し
、
一
な
ば
な
し
い
戦
歴
に
似
や
は
ず
お

よ
び
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
一
た
が
、
日
本
側

4

ま
た
逃
走
す
る
敵
を
捉
一
わ
り
は
、
あ
っ
け
な
い
結
末
で
あ
っ

ト
ッ
ク
等
を
航
海
し
明
治
二
り
主
張
が
認
め
ー
え
て
こ
れ
を
撃
滅
。
さ
一
た
。
（
参
考
文
献
・
日
本
軍
艦
百

二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
の
ハ
一
ら
れ
、
問
題
は
↓
）
ら
に
陸
軍
の
山
東
半
島
二
選
）

ワ
イ
政
変
に
も
居
留
民
保
護
二
回
避
さ
れ
た
。
攻
撃
、
膨
湖
島
占
領
に
[

で
派
遣
さ
れ
遠
洋
航
海
に
一
九
月
十
七
日
協
力
。
米
西
戦
争
の
際
一

従
事
し
た
最
初
の
日
本
軍
；
黄
海
海
戦
で
は
に
は
ホ
ン
コ
ン
、
マ
ニ
ラ
i

艦
で
あ
る
。
二
日
本
軍
艦
十
二
．
な
ど
に
派
遣
さ
れ
在
留
一

日
清
戦
争
で
は
吉
野
こ
麦
、
清
国
北
洋
邦
人
の
保
護
に
あ
た
っ
―

（続）

ゞ
·
·
ー
、

・
ー
、

9
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い
し
い
た
だ
し

・□正旧置置l
「宗像大社刀剣展」

のこ‘案内
i— 
＇現在、当大社神宝館で御祭神へ
」奉納された刀剣を公開しております。
刀匠の技の結晶を皆様是非ご覧下さい。

◆会期 11 月24日（日）まで
、9：！ ◆時間午前9時～午後4時半

（入館は4時まで）

` ◆会場宗像大社神宝館 1 階展示室
◆拝観料大人 500円

大学・高校生 300円
中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成25年 1 1 月 25 日・ 26日は、

館内の一部がご覧いただけない場合が
ございます。

詳しくは宗像大社0940-62-1311 へ
お問い合わせ下さい。
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i
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

i
職
人
の
う
で
の
た
し
か
さ
や
す
も
の
の
徳
利
に
ち
ゃ
う
ど
一
合
は
い
る

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
口
•
徳
利
に
丁
度
一
合
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
感
動
し
た
作
者
。
安
物
に
代
わ
る
言
葉
を
。

~
宗
像
市
池
田
森
龍
子

誘
は
れ
て
入
り
た
る
傘
に
こ
の
タ
ベ
知
り
た
く
も
な
き
裏
話
聞
く
i

一
人
と
の
付
き
合
い
に
は
難
し
い
こ
と
も
多
い
。
憮
然
と
し
た
作
i

一
者
が
見
え
て
く
る
よ
う
。
こ
走
り
根
の
顔
出
す
庭
に
陽
の
没
れ
ば
四
つ
ん
這
い
に
な
り
て
草
取
る

]
-
1走り
根
、
四
つ
ん
這
い
な
ど
具
体
的
な
言
葉
が
草
む
し
り
に
頑

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
i
張
る
作
者
を
余
さ
ず
伝
え
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

こ
の
町
へ
移
住
し
て
来
て
五
十
年
た
ま
さ
か
に
聴
く
大
分
弁
う
れ
し
i

i
巣
作
り
の
小
鳥
の
一
途
さ
見
る
た
び
に
安
住
し
て
い
る
わ
が
身
と
お
も
う

一
故
郷
の
言
葉
に
懐
か
し
く
嬉
し
く
な
る
作
者
。
初
句
に
浮
羽
町
と
入
れ
て
は
。
~

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
二
巣
作
り
を
す
る
小
鳥
の
一
途
さ
に
励
ま
さ
れ
、
意
欲
を
持
た
ね
ば
と
思
う
作
者
だ
ろ
う
。

お
し
へ

樹
皮
す
べ
て
剥
が
れ
バ
ク
チ
の
木
は
立
て
り
教
訓
の
た
め
か
宮
の
庭
に
あ
り
一
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

ク
チ
の
木
は
〈
博
打
の
木
〉
な
の
だ
ろ
う
、
教
訓
か
と
思
う
作
一
み
あ
れ
祭
道
の
駅
か
ら
眺
む
れ
ば
玄
界
灘
に
数
百
の
船

一
者
が
面
白
い0

I

海
上
パ
レ
ー
ド
が
素
直
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
四
句
は
〈
玄
界
嘩
ゆ
く
〉
と
動
き
を
出
し
た
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ
]
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

降
り
続
く
雨
の
あ
が
り
て
陽
の
さ
し
ぬ
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
の
花
一
猪
威
し
の
音
遠
く
よ
り
聞
こ
え
来
る
涼
し
き
秋
の
夜
更
け
と
な
り
ぬ

一
雨
後
の
光
の
な
か
で
咲
く
コ
ス
モ
ス
に
感
動
し
た
作
者
。
結
句
[
'
"
残
暑
が
長
く
続
い
た
が
、
よ
う
や
く
涼
し
く
な
っ
た
。
猪
威
し

ー
一
〈
ょ
の
花
に
〉
に
。
こ
の
音
が
い
か
に
も
涼
し
げ
だ
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
一
◆
選
者
詠

見
は
る
か
す
大
村
湾
は
入
り
く
み
て
彩
ふ
か
き
藍
．
魅
つ
つ
を
下
る
一
爵
位
な
ど
も
て
ど
所
詮
は
芋
の
こ
と
男
爵
芋
ゆ
で
コ
ロ
ッ
ケ
つ
く
る

―
―
五
の
部
屋
に
た
め
い
き
ほ
ど
の
小
さ
き
音
た
て
て
散
り
た
り
瓶
に
さ
す
百
合

大
村
湾
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
作
者
だ
ろ
う
。
四
句
〈
藍
色
~

深
し
〉
と
切
り
た
い
。

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

君
だ
け
が
風
景
の
な
か
色
を
も
つ
砂
絵
の
風
に
か
ざ
す
日
の
夏
[

一
上
の
句
が
と
て
も
良
い
、
下
の
旬
は
「
君
」
の
居
る
場
を
読
者
に
一

ご
分
か
る
よ
う
な
描
写
に
し
て
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

お
札
よ
り
カ
ー
ド
で
ふ
く
ら
む
財
布
持
ち
暑
き
秋
の
日
買
物
に
ゆ
く
一

行
き
つ
け
の
お
店
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
膨
ら
む
お
財
布
を
詠
一

み
、
ユ
ー
モ
ア
が
滲
む
。

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句0

ロ
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

や
は
ら
か
き
朝
の
光
に
穂
を
解
き
し
庭
の
薄
は
白
く
輝
く

薄
を
美
し
く
丁
寧
に
詠
ん
だ
歌
。
三
句
の
〈
穂
を
解
き
し
〉
は
作
者
な
ら
で
は
の
も
の
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

落
雷
や
四
囲
を
木
霊
ま
し
去
り
に
け
り

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

み
そ
は
ぎ
楔
萩
の
ゆ
れ
る
水
面
を
風
渡
る

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

栗
食
べ
て
名
月
見
ら
ん
秋
の
空

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

昨
日
よ
り
稜
線
は
き
と
朝
の
冷

ー

□日
日
：
り

辺
津
宮
本
・
拝
殿
の
大
規
模
な
修
復
を
行
っ
て
お

り
、
仮
本
殿
に
て
御
参
拝
頂
い
て
お
り
ま
す
。
御

参
拝
の
方
の
な
か
に
は
御
本
殿
で
お
参
り
出
来

な
く
て
残
念
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
で
す
が
、

逆
に
仮
本
殿
は
今
し
か
な
い
の
で
す
。
修
復
の
終

え
る
来
年
十
二
月
に
は
、
新
し
く
蘇
え
っ
た
本
殿

へ
と
御
祭
神
に
御
戻
り
頂
き
、
仮
本
殿
は
そ
の
役

目
を
終
え
ま
す
。
次
回
は
さ
ら
に
四
十
年
後
か

も
し
れ
ま
せ
ん
▼
宗
像
の
秋
を
彩
る
西
日
本
菊

花
大
会
が
、
約
三
千
鉢
、
多
種
多
様
な
菊
の
花
が

境
内
に
展
示
さ
れ
、
本
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
出
品
の
方
々
に
話
を
伺
う
と
、
近
年
の
異
常

気
象
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
大
型
台
風
の
襲
来

等
に
よ
り
菊
の
生
育
状
況
は
芳
し
く
な
い
と
の

こ
と
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
菊
花
展
に
は
間
に

合
わ
せ
る
よ
、
と
頼
も
し
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

▼
仮
本
殿
と
菊
花
展
、
今
し
か
な
い
宗
像
大
社
の

秋
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
（
鈴
）

所
〒
八
―
―
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

一99叶績dh-

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つ會なみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社月命日祭

午前11 時～
総社祭、浦安舞奉奏

.......................................................... 

3日明治祭
午前10時～
......................................................... 

つきなみ

15日月次祭併七五三祭
午前10時～
総社祭・高宮祭、第二宮・第三宮祭

............................................................ 

23日新嘗祭
午前11 時～
豊栄舞奉奏
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